
 

 

課題名：肺炎並びに耳鼻咽喉科疾患における嚥下障害に関する疫学研究 

 

１．研究の対象 

東北労災病院において肺炎(2019年 1月～12月)並びに耳鼻咽喉科疾患治療（2015年 1月～

2019年 12月）を施行した患者 

 

２．研究期間 

 2020年 4月（倫理委員会承認後）～2025年 3月 

 

３．研究目的 

超高齢社会の訪れや重症疾患の救命率が高まるとともに、近年では嚥下障害にともなう肺炎の

頻度が増加する趨勢にあり、患者さんの予後や入院期間に大きな影響を与えることから、その対応

や予防が喫緊の課題になっている。しかしながら嚥下障害関連肺炎の疫学的調査は 2000年代に

寺本らが報告して以来、まとまった報告を欠いており、これを刷新することが今後の嚥下治療にお

いて有用な情報となると考える。また、頭頸部癌を始めとした耳鼻咽喉科疾患はその病巣並びに

治療過程において嚥下機能が低下することはよく知られており、当院並びに関連施設の嚥下機能

の把握を行うことにより、今後の耳鼻咽喉科疾患治療並びに嚥下治療において有用な情報になる

と考えられる。本後ろ向き観察研究は、耳鼻咽喉科疾患や肺炎治療をすでに受けた患者を対象

に、治療前および治療後の嚥下機能評価を行い、各種因子（年齢、性別、肺炎並びにがんの部位

およびステージ分類、栄養状態など）から嚥下障害発症の危険因子を明らかにし、その予防法の

開発につなげることを目的とする。 

 

４．研究方法 

 後ろ向き観察研究 

対象期間内の当院に入院した肺炎・耳鼻咽喉科疾患患者について、年齢、性別、肺炎・耳鼻咽

喉科疾患の病状、摂食状況、嚥下障害を疑う所見の有無、予後について後ろ向きに調査を行

う。 

 

５．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：病歴、治療歴、副作用等の発生状況、カルテ番号 等 

 

６．外部への試料・情報の提供 

該当なし 

 

７．研究組織 

多施設共同研究 

東北医科薬科大学附属病院耳鼻咽喉科：太田伸男  

仙台市立病院耳鼻咽喉科：小倉 正樹 



 

 

仙台医療センター耳鼻咽喉科：舘田 勝 

東北労災病院耳鼻咽喉科：渡邊 健一 

大崎市民病院耳鼻咽喉科：佐々木 高綱 

石巻赤十字病院耳鼻咽喉科：橋本 研 

県南中核病院耳鼻咽喉科：工藤 貴之 

 

８．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒 980-8563 仙台市青葉区台原 4丁目 3-21 TEL 022-275-1111 

東北労災病院 耳鼻咽喉科 渡邊 健一 

 


